
いちごドリルプリント

中学地理プリント（過去問類似）
世界の姿と緯度経度

名前 得点

　／9

問1 世界三大洋の一つで、東側にはヨーロッパ大陸とアフリカ大陸、西側には南北アメリカ大陸があり、それらの大陸の間に位置
する海洋はどれか。 （2016年　北海道公立入試　類似）

1.  大西洋 2.  太平洋 3.  インド洋 4.  北極海

問2 日本の兵庫県西脇市（北緯35度、東経135度）のちょうど地球の反対側に位置する地点を「対せき点」と呼びます。この対せ
き点の緯度と経度の組み合わせとして正しいものを、計算方法に基づき選択してください。 （2025年　兵庫公立入試　類似）

1.  南緯35度、西経45度 2.  南緯35度、西経135度 3.  北緯35度、西経45度 4.  南緯55度、東経45度

問3 2013年時点の資源生産量に関する統計において、中国が世界1位、インドが2位となっている資源を「資源X」とし、アメリカ
合衆国が1位、ロシアが2位となっているエネルギー資源を「資源Y」としたとき、その名称の組み合わせとして正しいものは
どれですか。 （2019年　沖縄公立入試　類似）

1.  資源Xが石炭、資源Yが天然ガ
ス

2.  資源Xが天然ガス、資源Yが石
炭

3.  資源Xが銅鉱石、資源Yが天然
ガス

4.  資源Xが石炭、資源Yが銅鉱石

問4 東経135度を基準とする日本が3月10日の午前7時であるとき、本初子午線が通るロンドンと3時間の時差（ロンドンより早い
時刻）があるトルコでは、何月何日の何時になりますか。 （2017年　和歌山公立入試　類似）

1.  3月10日の午前1時 2.  3月10日の午後1時 3.  3月9日の午前1時 4.  3月9日の午後10時

問5 アフリカ大陸西岸にある地点Aを3月9日の11時30分に出発した飛行機が、南米大陸南端にある地点Bに同日の20時00分に到着
しました。地点Aと地点Bの間には3時間の時差があり、西側にある地点Bの時刻は地点Aよりも遅れています。このとき、出発
から到着までの実際の飛行時間は何時間何分であったか求めなさい。なお、時刻はすべて各地点の現地時間で示されていま
す。 （2016年　佐賀公立入試　類似）

1.  5時間30分 2.  8時間30分 3.  11時間30分 4.  14時間30分

問6 北アメリカ大陸西岸を縦断するロッキー山脈や、南アメリカ大陸西岸に沿って伸びるアンデス山脈は、いずれも太平洋を取り
囲むように分布する広大な山系の一部です。これらの山脈に共通する地形的特徴と、それらが属する造山帯について述べた文
として最も適切なものはどれですか。 （2018年　香川公立入試　類似）

1.  現在も地殻変動が活発な新期造
山帯に属しており、火山の活動が
多く地震が頻繁に発生する。

2.  古生代に形成された古期造山帯
に属しており、長年の浸食によっ
てなだらかな山容となっている。

3.  アルプス・ヒマラヤ造山帯に属
しており、ユーラシア大陸のヒマ
ラヤ山脈から連続して形成されて
いる。

4.  安定陸塊と呼ばれる古い地層か
らなり、地殻変動がほとんど起こ
らないため標高の低い平原が広が
る。

問7 地形図から断面図を作成し、その地域の地形的な特徴を分析する際、等高線の間隔と地表面の状態の関係について述べたもの
として正しいものはどれですか。 （2024年　山口公立入試　類似）

1.  等高線の間隔が狭いほど、急な
傾斜の地形であることを示す

2.  等高線の間隔が広いほど、急な
傾斜の地形であることを示す

3.  等高線の間隔が狭いほど、標高
の低い平坦な土地であることを示
す

4.  等高線の間隔が一定であれば、
そこは必ず盆地のような凹地であ
ることを示す

問8 日本の秋田県付近（北緯約40度、東経約140度）に位置する地点から、地球の中心を通る直線が反対側の地表と交わる地点
（対蹠点）を探すとします。その地点の位置関係と場所の説明として最も適切なものを選びなさい。 （2021年　千葉県公立入試　類似）

1.  南緯約40度、西経約40度に位
置し、南アメリカ大陸の東方沖
（大西洋上）にあたる

2.  南緯約40度、東経約140度に
位置し、オーストラリア大陸の南
方の海上にあたる

3.  北緯約40度、西経約140度に
位置し、北アメリカ大陸の西方の
太平洋上にあたる

4.  南緯約50度、西経約40度に位
置し、南極大陸に近い南大西洋上
にあたる

問9 2万5千分の1の地形図において、図上で1辺が4cmの正方形で囲まれた範囲の、実際の面積を求めたものとして正しいものはど
れですか。 （2018年　千葉県公立入試　類似）

1.  0.25km² 2.  0.5km² 3.  1km² 4.  4km²
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
大西洋

ヨーロッパ大陸やアフリカ大陸の西側、南北アメリカ大陸の東側に広がる海洋であるため、大西洋
が該当する。面積は太平洋に次いで世界で2番目に広い。

問2 答え 1
南緯35度、西経45度

地球上のある地点の真裏（対せき点）を求めるには、緯度と経度のそれぞれに法則があります。ま
ず緯度は、北緯と南緯の名称を入れ替えるため、北緯35度は南緯35度となります。次に経度は、
180度から元の経度を引いた数値（180－135＝45）を使い、東経と西経の名称を入れ替えるた
め、東経135度は西経45度となります。したがって、日本の対せき点は南半球かつ西経の地点に位
置することになります。

問3 答え 1
資源Xが石炭、資源Yが天然ガス

アメリカ合衆国は、技術革新（シェール革命）によって天然ガスの生産量が急増し、ロシアを抜い
て世界最大の生産国となりました。一方、石炭は中国が圧倒的な生産量を誇り、次いで電力需要が
拡大しているインドが上位に位置しています。銅鉱石については、統計上チリが世界1位の生産国
として知られています。

問4 答え 1
3月10日の午前1時

日本（UTC+9）とトルコ（UTC+3）の時差は6時間であり、日本の方が時刻が進んでいます。日本
が3月10日の午前7時のとき、トルコの時刻を求めるには、日本の時刻から時差の6時間を引き算し
ます。7時から6時間を引くと1時となり、日付は変わらず3月10日のままとなります。このため、
トルコでは3月10日の午前1時を迎えていることになります。

問5 答え 3
11時間30分

飛行時間を求めるには、出発時刻と到着時刻をどちらかの地点の時刻に統一して計算する必要があ
ります。地点Bは地点Aより3時間遅れているため、地点Aを11時30分に出発した瞬間の地点Bの時
刻は、3時間前の「8時30分」となります。この地点Bの出発時刻（8時30分）から、地点Bへの到
着時刻（20時00分）までの経過時間を計算すると、11時間30分が導き出されます。

問6 答え 1
現在も地殻変動が活発な新期造山帯に属
しており、火山の活動が多く地震が頻繁
に発生する。

ロッキー山脈やアンデス山脈は「環太平洋造山帯」に分類されます。この造山帯は中生代以降の比
較的新しい時代に形成された「新期造山帯」であり、プレートの境界付近に位置するため、険しい
山々が連なり、火山活動や地震が非常に活発であるという特徴があります。

問7 答え 1
等高線の間隔が狭いほど、急な傾斜の地
形であることを示す

等高線は一定の高さごとに引かれているため、線と線の間隔が狭いということは、短い水平距離の
間に高さが大きく変化していることを意味します。したがって、断面図を作成した際、等高線の密
度が高い区間は急な斜面として描かれます。

問8 答え 1
南緯約40度、西経約40度に位置し、南
アメリカ大陸の東方沖（大西洋上）にあ
たる

地球の正反対に位置する地点を導き出すには、緯度の南北を反転させ、経度は「180－元の経度」
で東西を反転させます。日本付近の北緯40度は南緯40度になり、東経140度は「180－140」で西
経40度となります。この南緯40度・西経40度の付近は、南アメリカ大陸のアルゼンチンやブラジ
ルの東方沖に該当します。

問9 答え 3
1km²

2万5千分の1の地形図では、縮尺の関係から図上の4cmが実距離の1km（100,000cm）に相当し
ます。したがって、図上で4cm×4cmの正方形となっている範囲は、現実の世界では1km×1kmの
広さとなり、その面積は1km²と算出されます。地形図の読解において、4cmが1km（2万5千分の
1の場合）や2cmが1km（5万分の1の場合）という基準を覚えておくと計算がスムーズになりま
す。


